
風水害時の避難所における
新型コロナウイルス感染症対策
　避難所については、密集した空間で集団生活により新型コロナ
ウイルス感染症による感染のリスクが高まる危険性があります。
　市においても可能な限り避難所の衛生環境の確保に努めてまい
りますが、少しでも感染リスクを軽減するため、次のことについ
てご協力をお願いします。

　市では、国、愛知県、気象庁と連携をとり、気象情報に注視しながら、命の危険が及ぶ場合には、い
ち早く避難情報（警戒レベル３以上）を発令し、皆さんに避難をお願いします。
　避難情報を発令した場合には、市内の避難所を随時開設しますが、自宅の２階へ避難（垂直避難）する
ことも大変有効となります。

自分の住んでいる場所が避難の必要がある場所か確認する

※万が一、避難所内で発熱や咳などの症状が出た場合は、速やかに避難所担当に申告し、指示を受けて
　ください。

　市の備蓄品には限りがありますので、自身の健康状態を確認するための体温計を持参するなど、可能
な限り必要な物は持参してください。

◎持参していただきたい物
 ・マスク（タオルなど）
 ・体温計
 ・アルコール消毒液（ウエットティッシュなど）
 ・最低３日分の食料と飲料水
 ・常備薬　　　 ・寝具（毛布など）
 ・スリッパ　　 ・着替え
 ・つめ切り　　 ・携帯ラジオ
 ・モバイルバッテリー　など

必要な物の持参

防災会議室

　市が指定した避難所だけでなく、災害の危険のない親戚や友人・知人の家などへの避難も検討してく
ださい。
　避難所が密集・密接状態になることを防ぐためにもぜひ検討をお願いします。

親戚や知人の家などへの避難が可能か確認する
（縁故避難の検討）

　　以下の症状がある場合は、かかりつけ医、もしくは津島保健所に相談してください。
 ・息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱などの強い症状はないか。
 ・重症化しやすい方（高齢の方や基礎疾患などがある方）で発熱や咳などの軽い風邪の症
　状はないか。
 ・上記以外の方で発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が続いてないか。

避難する際には健康状態を確認する（必ず検温をお願いします）

 ・自宅にてできる限り検温を行い、受付で体温を申告してください。
 ・うがい、手洗い、咳エチケットを徹底する。
 ・避難者同士の間隔をあける。
 ・定期的に検温、室内の換気、消毒を行う。

避難所内での感染拡大を防止するため、避難所を開設した際は、
市では以下の対応を行いますのでご協力お願いします

災害から命を守る避難情報!!特 集
②　風に向かって歩くことができなくなり、転倒の危険性も高まります。また、看板やトタン板が外れやすくなります。 答 え

問題 風速何メートルから人が歩くことが困難になると思いますか？

防災クイズに挑戦してみませんか？ちょっと一息

“防災”

答えは P7 の下をご覧ください。
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